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＜連絡事項・週間予定＞

· 庶務チーム～青明舎のＰＨＳが、病院デイケアの建設により、電波が遮断されつながりにくい状況になっている。業者と今後の対応策について相談中だが以下の緊急措置をとる。
※緊急時以外
青山荘内線（285）に連絡またはWIZでのメールをする。 
※緊急時
青明舎外線（70-2088）に連絡。
· 患者様に適切な環境提供の一環として、隔離室入室体験を実施中。各病棟・外来通所スタッフ順に1人1時間入室体験後、アンケート用紙に記入すること。

· 本日、午後よりＯＴ実習生の見学あり。

＜利用者様情報＞

· 大野　友章様～26日付けで青風荘退所にともない、デイナイトケアも退所になっている。

· 平　康子様　～来所時「だるいので横になりたい」と話される。バイタル異常はなし。最近、同じ　

訴えが多い為、椅子に座って休んで頂くよう促す。最近の食生活は、デイケアでの昼食以外、ごはんと味噌汁・漬物で済ませているとの事。体重は67ｋｇとやや増加傾向である。明日の受診時にスタッフ同行し主治医に報告し、徐々に通常の生活に戻れるよう働きかけていく。

· 杉澤　恵子様～入院予定だが、「弟が2ヶ月間出張で入院させないと言っていた」と本人より情　　　

報あり。担当スタッフがご家族に確認予定。

　＜業務改善＞

· デイケア保険の案内分ついて

グループホームや自宅生活・単身生活の利用者様には直接本人に渡す、又は郵送する。

　青山荘入居者の利用者様には青山荘スタッフに依頼。

　青風荘入居者の利用者様については、青風荘スタッフに依頼するか確認する。

· 環境整備について

古い乾電池や、破損した懐中電灯の処分方法について再確認していく。

· 利用規約について

先週、中居美津子様本人から、書類を持参するとの話があったが、まだ受け取っていない。再度声かけしていく。

＜外来情報＞

· 溝越　キク様～訪問看護から、以下の情報あり。

・23日の朝・昼分の薬の飲み忘れがあり。

・運動が好きでデイケアに通所していたが運動する時間が少なく、体調が悪いと休んでいる方を見るのも嫌だと話す。

・ご飯を食べると太るからパンを食べている。

主治医より保護者のお姉様を交えて今後について関係機関と話し合うよう助言を受けている。ワーカーに連絡済み。

· 杉澤　恵子様～「風邪をひいた」と受診。体温３６℃。インフルエンザテストは異常なし。

　　　　　　　　　総合感冒薬（ＰＬ）が３日分処方。検査までの間、セルリアンでコーヒーを飲んでいたとの事。

· 其田　淑子様～鼻に湿疹があり主治医より皮膚科受診勧められている。眠気を訴えているが現在の

処方薬とは関係ないと説明あり。

· 戸賀沢　潔様～首に湿疹あり、主治医より皮膚科受診勧められている。問題行動（飲酒・借金・パ　　  

チンコ・門限破りなど）をしない約束を守らなければ、入院との説明あり。

＜勉強会＞～レクリエーションについて

· レクリエーションには休養・気晴らしという意味がある。

· 我々の生活の中には、スポーツ・レジャー・音楽・趣味など幅広く娯楽遊び的な要素が強く、それらの総称として捉えられている。人間は生活を営む過程で労働を行い、様々な人と対人関係を持ちながら、その人なりの生活様式を築き上げ、そして現代社会の中で何らかの抑圧された状態の中で生活している。

· 社会生活で個人に課せられた様々な状況から開放され心身のゆとりを持つ事は生活上大切な事である。生活に変化を与え健康保持増進させ、健全な生活を送る上でレクリエーションも大切な要素の一つである。

◎レクリエーションによって互いの気持ちが交流しあい、心が触れ合う事から①新しい人間関係　②多くの人間関係　③深い人間関係が生まれる。

　～そして相手の気持ちを理解し自分の気持ちを認めてもらい共に楽しみ、共感し喜びを感じあう。

　　このような中から、仲間同士の親密性が高まる。そして、レクリエーションの目的を達成するには各自が実践していく中で学び発見していくものである。

◇レクリエーションの位置付け

· 精神科の治療は、前回お話したように薬物療法・精神療法・社会療法が中心である。

· レクリエーションは社会療法（生活指導・作業療法・レクリエーション療法があり）である。

◇精神科におけるレクリエーションの意義と目的

・健康な人間は、レクリエーションを自分の生活の中にバランスよく取り入れ、種目選択・場の設定・

　経済面・相手との関係など自由な発想と創造性で組み立てる事ができる。即ち、自分自身が主体的にレクリエーションを有意義に活用できる。

　　しかし、精神障害者が病気や対人関係などの障害により、ゆとりが持てなくなり社会生活の中で

　おこる様々な問題に対して適応できず孤立してしまう事がある。つまり、社会的に接触を避けるという社会不適応状態に陥ってしまう。その意味でもレクリエーションは多くの仲間と交流ができる社交の場としての意味が大きい。

　　（レクリエーションの目的）①現実感の獲得②社会性の獲得③社会関係作り④意欲向上

　　　　　　　　　　　　　　　　⑤気分転換⑥生活のゆとり～などがあげられる。

◇スタッフの役割

· 現在、精神科で行われているレクリエーションは療法というより、娯楽遊びとしての要素が強い。

療法としてのレクリエーションと娯楽遊びとしてのレクリエーションの区別は明確でないが療法は医師の指示・処方箋が必要で明確な治療目的に添って実施される。

　しかし、医師やレクリエーションの専門家が行うことは少なく、実際にレクリエーションを実施

しているのは現場のスタッフである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· レクリエーションの意義・目的を熟知し、娯楽遊びの中にも専門的な知識や技術を持って実施していなければならない。そして、何よりも対象が楽しさを感じられるような内容が大切である。

レクリエーション場面の観察項目

　参加状況　　　　伝達力

　理解力　　　　　状態変化の観察

　能力　　　　　　意欲の変化

　持続力　　　　　対人関係の変化

　適応力　　　　　病状の変化

　協調性

